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新ＡＲ・ＡＰミックスマッチ競技方法（情報提供） 

                         選手強化委員長 田 村 恒 彦 

                        

ワールドカップ・ミュンヘン大会において、１０ｍＡＲ・ＡＰミックスマッチの競技方法

が変更されました。今後のＩＳＳＦ競技会及び東京２０２０オリンピック競技大会は、下記

の競技方法で実施されることになりますが、今後変更される可能性もあります。 

規定されました競技方法の概要について、ご理解を深めていただくために要点を整理し

ましたので参考にしてください。 

 

①クウォリフィケーション・パート１ 

  射座入場時間 １５分前 

プレパレーション＆サイティングタイム １０分 

 競技時間 ３０分 

 男女各３０発の計６０発  

ＡＲ小数・ＡＰ整数 

 上位８チームがクウォリフィケーション・パート２に進出 

 ※チームの射座は、全てのステージにおいて女子選手は左側、男子選手は右側の射座 

 

②クウォリフィケーション・パート２  

  競技会場 本選会場 

射座入場時間 ８分前 

  プレパレーション＆サイティングタイム ５分 

 競技時間３０分  

男女各３０発の計６０発  

ＡＲ小数・ＡＰ整数  

上位４チームのうち、１位と２位がゴールド・シルバーメダルマッチに進出 

３位と４位がブロンズメダルマッチに進出 

※射座 中央左からクウォリフィケーション・パート１の第１位、その右側が第２位、第

１位の左側に第３位以下、下記の射座の順に選手を入れる 

 

●〇〇●〇〇●〇〇●〇〇●〇〇●〇〇●〇〇●〇〇●  （●空射座） 

      ７位 ５位 ３位 １位 ２位 ４位 ６位 ８位     

  

   



③メダルマッチ 

  競技会場 ファイナルホール 

ブロンズメダルマッチから実施 

  プレパレーション＆サイティングタイム５分 

  アスリート紹介 

  競技時間１発５０秒 撃つ順番は関係無く男女どちらでも撃っても良い 

  ＡＲ・ＡＰどちらも少数点表示 

 

 ＜ブロンズメダルマッチ＞  

  １チーム男女各１発づつの２発の合計得点の高いチームに２ポイントが与えられる 

  同点の場合は両チームに１ポイントが与えられる 

  １６ポイント先取したチームが勝利 

  同点の場合はシュートオフで決定 

 ※ファイナル開場射座割 

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 

〇 〇 ● 〇 〇 

 

 ＜ゴールド・シルバーメダルマッチ＞ 

ブロンズメダルマッチが終了後最低５分経過の後、かつ参加選手が射座から離れた後

にＲＴＳジュリーが標的を確認次第、ＣＲＯにより「レンジ・クリアー」の号令がかかる。 

この時より、ゴールド・シルバーメダルマッチ参加選手は射座に道具等の持ち込みが認

められる。 

ブロンズメダルマッチと同様の競技方法及び射座 


